四段

１．射を行う心構えと態度について述べなさい。

　　現代の弓道は、狩猟や武器としてではなく、体の強健さや礼節などの精神を養い、人格の陶冶に益し、日常生活を豊かにする目的とされています。

　　したがって、射を行うにあたって的にとらわれたり、的中にのみ執着する気持ちや態度は厳に慎まなくてはなりません。

　　そこでの留意点として、

　一、起居進体は規矩に従い、敬恭敬愛の容儀を整えて、疎卒な態度があってはならない。
　二、男子は、威儀正しく、質実剛健、従容典雅でなければならない。
　三、女子は、優雅な中にも、容姿凛然でなければならない。

　　これらは、すべて日常生活の真摯な気持ちと態度で修練に励むことによって体得され、はじめて正射必中の真髄を究めることができるものです。いわゆる三位一体が求められ、それは基本に則った正しい修練によるものです。
２．体配の重要性について述べなさい。

　　弓道を学ぶものにとって、射技と体配は別なものではなく常に一貫して行われなくてはならないものです。特に体配は射を行うにあたっての基本となる姿勢や動作のことで、基本体と呼ばれます。

　　基本の姿勢には、立った姿勢、腰掛けた姿勢、座った姿勢、爪立って座った姿勢があります。基本の動作には、立ち方、座り方、歩き方、停止体の回り方、歩行中の回り方、開き足、礼、揖、があります。
　　これらの修練を行うには、

１、体の構えや起居進体を心に銘じる、つまり生気体であること。

２、胴造りをしっかり行うこと。

３、目づかいに注意すること。

４、呼吸に合わせて動作すること。

５、すべての動作の基幹を腰におくこと。

６、動作には残心（身）が必要であるから一つ一つの動作をよく締めくくること。

７、周りとの間合いに気を配ること。

８、基本に則り大胆かつ確実に行うこと。

などが望まれます。

　弓道においては、この体配が正しく美しく堂々と行われるよう修練を重ねていくことが重要だと思います。

３．五重十文字（縦横十文字の規矩）述べなさい。

４．大三の構えが射に及ぼす影響を述べなさい。

　　大三は打ち起こしから引き分けにかけて移行する中間であるが、この時点で手の内を整え、両肘を張り、手先の力を抜き、弓手、妻手のつりあいを図る必要があります。

　　大三の構えがよくないと次の引き分け、会において胸を充分に開くことができない、退き胴、かかる胴、反る胴など、正しい三重十文字を構成できなくなる、手先に力が入ってしまう、肘が下がるなどになり、充分な伸びあい、詰めあいができず、離れもバラバラになってしまいます。

　　大三の構えが悪いと、引き分け、会では修正できず、大三によって射の良否が決まるといっても過言ではありません。

　　打ち起こしたままの肘の位置で弓手を充分に伸ばし、妻手のこぶしが額からこぶし一個分の位置になるよう両肘を体に引きつけ妻手で引かないようにするのが基本です。あとは各人の骨格や体系にあわせ最もよい大三を習得していかなくてはならないと思います。

５．会における詰め合い・伸び合いについて述べなさい。

６．基本の動作の注意点について述べなさい。

一、起居進体を心に銘じ、生気体で行う。心を込めない形だけの動作は死気体となる。

二、胴造りはすべての動作の基幹であるので八節の胴造りだけでなく、道場に入ったときから終始崩さぬように注意しなければならない。

三、目づかいはやわらかく行い、全体の動きも共に注意をすることが大切である。常に半目にて、柔らかな目を鼻頭を通して行わなければならない。そうすることで全体が見えてくる。
四、正しい呼吸で動作をすることが大切である。吸う息は、動作の基である。短い動作ほど呼吸を正しく、動作と息合いとの関係を習熟すること。
五、動作の中心は腰を正しく据えることである。立つ、歩く、坐るなど、腰を生かすことが大切である。

六、残心は足踏みからの各節の集大成であり、次の射の反省の第一歩である。また、残心はすべての動作において行うべきである。残心のない動作は死気体となる。

七、すべての動作において適当な間をおくことは統一性をはかるためにも大切である。

八、基本どおりに行う要所の動作を、大きく行う。

　以上のことを自然に行えるようになれば、真・行・草や真・善・美にかなったものになれると思います。
７．基本体を列記し、その重要性について述べなさい。
